
２００８年
新 春
旗開き

建
設
長
崎
二
〇
〇
八
年
新
春

総
決
起
旗
開
き
が
一
月
五
日
�
、

午
前
十
一
時
よ
り
組
合
本
部
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
の
役
員
や
青
年
部
、

主
婦
会
代
表
の
他
、
来
賓
と
し

て
県
、
労
働
団
体
、
推
薦
議
員
、

自
治
会
を
招
い
て
全
体
一
三
八

名
が
出
席
。

田
森
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
金
子
執
行
委

員
長
は
年
頭
あ
い
さ
つ
で「
様
々

な
形
で
の
弱
者
切
り
捨
て
が
強

化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
生

活
で
き
る
収
入
が
確
保
で
き
る

建
設
現
場
作
り
に
官
民
を
挙
げ

て
取
り
組
み
、
組
合
と
議
会
活

動
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

推
薦
議
員
の
高
木
義
明
衆
議

院
議
員
、
山
田
正
彦
衆
議
院
議

員
、
犬
塚
直
史
参
議
院
議
員
、

大
久
保
潔
重
参
議
院
議
員
か
ら

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、

長
崎
県
産
業
労
働
部
の
町
田
和

正
次
長
、
労
働
団
体
を
代
表
し

て
連
合
長
崎
の
高
石
哲
夫
会
長
、

社
民
党
県
連
の
吉
村
庄
二
幹
事

長
か
ら
連
帯
と
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
前
田
富
雄
建
設

長
崎
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
は

じ
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
一
時
間
程
の
懇
親
を
行
い

ま
し
た
。

最
後
は
大
島
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
昨
年

の
県
議
選
挙
で
金
子
三
智
郎
選

対
長
を
務
め
た
明
石
佳
成
氏
の

団
結
頑
張
ろ
う
で
力
強
く
締
め
、

旗
開
き
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。

厳厳
しし
ささ
にに
負負
けけ
ずず
足足
腰腰
がが
強強
いい
体体
制制
づづ
くく
りり
をを
��

長
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長
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書
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社
民
党
長
崎
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吉
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長
崎
市
議
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員

野

口
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長
崎
市
議
会
議
員

池
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章

子

佐
世
保
市
議
会
議
員
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矩

子

佐
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村
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鈴

子

社
民
党
長
崎
総
支
部
代
表

長
崎
市
議
会
議
員

鶴

田

誠

二

連
合
長
崎

会
長

高

石

哲

夫

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

坂

本

浩

長
崎
地
区
労

書
記
長

中

嶋

照

次

九
州
ろ
う
き
ん
長
崎
県
本
部

本
部
長

池

田

篤

全
労
済
長
崎
県
本
部

専
務
理
事

重

松

文

男

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

中

村

忠

孝

県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

井

坂

達

朗

長
建
木
材
供
給（
株
）
取
締
役
部
長

小

森

隆

雄

他
、
各
労
働
組
合
、
自
治
会
等
、
多
数
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
崎
市
長

田

上

富

久

県
議
会
議
員
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長
崎
県
タ
ク
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ー
労
働
組
合
委
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長

岩

崎

勉

【来賓出席者】 （敬称略・順不同）【メッセージ】

皆
様
に
は
、
決
意
も
新
た
に
、

新
年
を
お
迎
え
の
事
と
存

じ
ま
す
。

昨
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
と

そ
れ
に
続
く
参
議
院
選
挙
は
お

世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
様

で
県
議
と
し
て
の
活
動
の
場
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
事
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
政
治
・
経
済
の
ど

れ
を
取
り
ま
し
て
も
、
最
悪
の

一
年
で
し
た
。
安
倍
内
閣
が
総

辞
職
し
、
そ
の
後
福
田
内
閣
が

発
足
し
ま
し
た
。
政
府
の
税
制

調
査
会
で
は
消
費
税
を
引
き
上

げ
る
事
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
の
縮
小
・
廃
止
に
向
け
た

見
直
し
等
に
言
及
し
、
経
済
的

な
弱
者
か
ら
さ
ら
に
血
税
を
絞

り
取
ろ
う
と
す
る
方
向
性
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

保
障
の
削
減
や
切
捨
て
が
当
然

の
ご
と
く
強
行
さ
れ
、
年
金
に

つ
い
て
は
、
最
終
的
に
一
九
七

五
万
件
は
誰
が
納
め
た
の
か
判

別
不
能
と
さ
れ
る
な
ど
、
政
府

の
無
責
任
ぶ
り
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
は
、
相
変
わ
ら
ず

単
価
の
値
下
が
り
と
賃
金
引
下

げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
長
崎
県

で
は
、
受
注
不
振
に
苦
し
み
、

下
請
け
や
孫
請
け
の
業
者
、
現

場
で
働
く
建
設
技
能
者
の
生
活

は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
に
お
い
て

は
大
手
建
設
業
者
の
原
価
を
無

視
し
た
過
当
競
争
に
よ
る
単
価

の
引
き
下
げ
合
戦
な
ど
、
大
き

な
問
題
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い

ま
す
。
生
活
が
で
き
る
収
入
が

確
保
で
き
る
建
設
現
場
作
り
の

た
め
に
官
民
を
上
げ
て
取
り
組

ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

建
設
国
保
も
、
全
国

の
仲
間
と
共
に
闘
っ
た

「
特
別
助
成
」
の
要
求

は
、
昨
年
対
比
二
千
万

円
増
の
二
百
八
十
一
億

円
の
満
額
確
保
で
決
着

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

特
別
健
診
等
の
予
算
と

し
て
新
規
に
二
十
四
億

八
千
万
円
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
高
齢
者
医
療

制
度
が
四
月
か
ら
始
ま
り
、
私

た
ち
の
国
保
に
直
接
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
ま
す
。
今
以
上
に
、

足
腰
が
強
い
国
保
作
り
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
私
た
ち
の
分
野
で

あ
る
増
改
築
を
、
地
域
の
信
頼

に
よ
る
つ
な
が
り
で
守
り
抜
く

た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受

注
活
動
の
強
化
で
、
仕
事
確
保

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
は
、
衆
議
院
が
い
つ
解

散
さ
れ
る
か
、
予
断
を
許
し
ま

せ
ん
。
国
政
を
変
え
る
た
め
、

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、
参
議
院
選
挙
に
続
い
て
、

衆
議
院
選
挙
も
、
必
ず
勝
利
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
一
年
も
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
年
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
景

気
を
浮
揚
し
、
雇
用
を
作
り
出

す
た
め
に
、
何
と
し
て
も
、
一

歩
で
も
光
が
見
え
る
た
め
、
組

合
活
動
と
県
議
会
活
動
に
全
力

で
最
大
限
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
に
当
た
っ

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

金
子
執
行
委
員
長
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各支部税金受付時や組織配付で署名をお願いします。

１

２

３

４

５

増税！？
■金持ち・大企業に減税をしながら
■所得控除縮小・廃止
■給与所得控除縮小
■消費税率引き上げ

これ以上家計を圧迫する大衆増税に反対の世論をつくりましょう。
一人でも多くの人が、首相などへ「大衆増税反対」を訴えましょう。

定率減税の
廃止

所得税率の
改正
所得税の税
率が４段階
から６段階
に変更（別表参照）

地震保険料控除制度の創設（最高５万円まで控
除）
平成１９年分より、損害保険控除が地震保険料控除
に変更され従来あった損害保険料控除が廃止とな
ります。
但し、平成１８年１２月３１日迄に契約した「長期」の
損害保険契約については、従来の計算による金額
（最高１万５千円）が控除できます。従来からあっ
た短期損害保険料控除は廃止。
※長期保険と地震保険を合わせて最高５万円まで
控除できますので損害保険控除証明書について
は全てご持参下さい。

減価償却制度の改正
平成１９年４月１日以後に取得した減価償却資産に
ついては、償却可能限度額及び残存価格を廃止し、
１円まで償却できることになりました。
平成１９年３月３１日以前に取得した減価償却資産に
ついて、現在も使用している資産であれば、償却
可能限度額まで償却した後その翌年から５年間で
１円を残し、均等償却できることになりました。
住宅控除関係
・平成１９年１月１日から平成２０年１２月３１日まで
（２年間のみ）の間に居住した場合、現行の１０
年間の控除もしくは特例の１５年間の控除のいず
れかを選択適用となります。
・バリアフリー改修工事を含む増改築工事等行っ
た場合において「バリアフリー改修促進税制」
の創設。
・税源移譲に伴う特例措置として、平成１１年～平
成１８年に住宅を取得した場合、平成１９年分以降
の所得税の額が住宅借入金特別控除額から控除
しきれない場合に住民税から減額できることに
なりました。
※対象の方は、確定申告書と一緒に住宅借入金特
別税額控除申請書の添付が必要です。

所得税率が６段階に改正二
〇
〇
七
年
分

事業収入が１，０００万円を超えた方は必ず受付を
して下さい。
簡易課税制度選択届出書等の説明を行います。

● 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（１１月中に各家庭へ送付済）

�税務署から送って来た申告用紙及び印鑑と筆記
用具

�記帳簿（売上・仕入れ・外注費・労務費・一般
経費等が記入されているもの）

�家族全員の氏名・生年月日（健康保険証を持参
されたら間違いありません。）

�生命保険・個人年金・損害保険料（地震保険）
の控除証明書（領収書は認められませんので、
必ず、控除証明書をお願いします。）

�配偶者で、パート等の収入があり、扶養家族に
なる人は、収入明細書を持参下さい。（源泉徴

収票も可）
�国民年金や市町村国保加入の人は納付書又は明
細書（平成１８年分と平成１９年分）
�病気で長期間仕事ができなくて、収入がない人
は医師の証明書（長建国保加入の人は国保で証
明します。）

�医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の領収
書
	不動産収入のある人は、収入明細書とその所在
地

農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収

支計算書等）
�住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高
証明書、初めて受ける人は加えて住民票・売買
契約書・登記簿謄本
（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前
に支部事務所に問い合わせて下さい。）

《注意事項》
組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、

『自主記帳・自主申告・自主納付』が原則です。
再計算で、確認しましょう。

消費税申告税金申告の
時期になりました。
建設長崎税金対策部では各支部の日程

調整を行い、組合員の皆様にスムーズに
税金申告ができるよう受付日程を組んで
みました。
指定された日時で申告いただきますよ

うご協力をお願い致します。

● 受付の時に用意してくるもの ●

佐世保・北松・平戸地区
［県北総支部］

会 場

支部事務所

県北総合会館

支部事務所

佐々文化会館

県北総合会館

対 象 分 会

平戸北、宝亀、紐差、獅子

津吉、田平、生月、度島

大和、旭、光海、清水

船越、愛宕、春日、花園

山祇、天神、福石

日宇、黒髪、早岐

広田、川棚、波佐見

針尾、三川内、宮

佐々、小佐々、鹿町

吉井、世知原、江迎、松浦

大野西、松瀬、瀬戸越、柚木

皆瀬、本山、吉岡、相浦、上
相浦、棚方、日野

対象支部

平 戸

佐世保中央

佐 世 保 東

北 松

佐 世 保 北

実 施 日

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２１日�

２月２２日�

２月２７日�

２月２８日�

諫早・大村・島原地区
［県央総支部］

会 場

支部事務所

寺の元公民館

支部事務所

支部事務所

対 象 分 会

島原市内及び南目地区

島原市内及び北目地区

西部連合分会

上山、中央、北部、永昌

西部、三浦、長田

小長井、高来、本野、その他

森山、飯盛、南部

鈴田、大村１～２、
西大村１～４

萱瀬、竹松１～２、福重、
松原、彼杵

その他、全分会

対象支部

島 原

諫 早

大 村

実 施 日

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１４日�

２月１５日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２１日�

２月２２日�

２月２５日�

長 崎 地 区
［浦上総支部］［中央総支部］

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 ［受付時間］午前１０時～午後４時迄

税
金
申
告
は
組
合
で

各会場とも午前１０時～午後４時まで受付時間

日程・その他でのご不明な点は
支部までお問い合わせ下さい。

申

告

の

留

意

点

会 場

桜町総合事務所

三和町中央公
民館

大浦区民セン
ター

南部市民セン
ター

勤労福祉会館

長崎市植木セ
ンター

勤労福祉会館

長崎市植木セ
ンター

勤労福祉会館

対 象 分 会

中央支部、大浦支部、
市南支部、東長崎支部

平山、布巻、為石、蚊焼、
その他

川原、高浜第１、高浜第２、
岬木場、野母

第１日の出、第２日の出、
東山、川上、南八景

上田、出雲、南山手、小菅、
小島、戸町、新戸町、その他

小ヶ倉、土井首、江川、竿浦、
深堀、香焼

稲佐、旭、飽の浦、小榊、福
田、西坂、銭座

田ノ浦、矢上上、矢上下

古賀、多良見、その他

磨屋、伊良林、本河内、日見

桜馬場、勝山、片淵、西山、
田上、愛宕

戸石、飯盛

佐古、小島、風頭、茂木、
その他

対象支部

総 支 部

市 南

大 浦

市 南

中 央

東 長 崎

中 央

東 長 崎

中 央

実 施 日

２月５日�

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２２日�

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

会 場

組合本部

長与町ふれあ
いセンター
琴海文化セン
ター
外海町中央公
民館
時津町北部コ
ミセン

園田公民館

滑石地区ふれ
あいセンター

組合本部

三重地区市民
センター

組合本部

対 象 分 会

本原、石神、三原、末吉

昭和、上野、緑、坂本

本尾、高尾、三川、女の都、
川平、その他

長与連合分会

琴海、西彼、西海

外海、大瀬戸、西海

時津連合分会

手熊、式見

滑石、横尾

城山、油木、西、江里

青山、花園、小江原

清水、西北、岩屋、葉山

三重、三重団地、畝刈、
鳴見台

梁川、竹の久保、その他

対象支部

浦 上 東

西 彼

浦 上 西

実 施 日

２月５日�

２月６日�

２月７日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１５日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２１日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

控除額
０円

９７，５００円
４２７，５００円
６３６，０００円
１，５３６，０００円
２，７９６，０００円

税率
５％
１０％
２０％
２３％
３３％
４０％

課税される所得金額
１，０００～１，９４９，０００まで

１，９５０，０００～３，２９９，０００まで
３，３００，０００～６，９４９，０００まで
６，９５０，０００～８，９９９，０００まで
９，０００，０００～１７，９９９，０００まで

１８，０００，０００以上

会 場

桜町総合事務所

支 部 事 務 所
南部市民センター

組 合 本 部

島原支部事務所
諫早市部事務所
大村支部事務所

県北総合会館
県北総合会館
北松支部事務所
平戸支部事務所

支 部 名

中央・大浦

東長崎
市南

浦上西・浦上東・西彼

島原
諫早
大村

佐世保中央・佐世保東・佐世保北
佐世保中央・佐世保東・佐世保北
北松
平戸

実 施 日
３月２４日�
２５日�
２６日�
２７日�

３月１７日�
１８日�
１９日�

３月２４日�
２５日�
２６日�

３月１９日�
２１日�
１７日�
１４日�

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１２号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）２月１５日発行３�



ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかできましたかででききままししたたかかはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備確定申告 準備確確定定申申告告 準準備備

各支部税金受付時や組織配付で署名をお願いします。

１

２

３

４

５

増税！？
■金持ち・大企業に減税をしながら
■所得控除縮小・廃止
■給与所得控除縮小
■消費税率引き上げ

これ以上家計を圧迫する大衆増税に反対の世論をつくりましょう。
一人でも多くの人が、首相などへ「大衆増税反対」を訴えましょう。

定率減税の
廃止

所得税率の
改正
所得税の税
率が４段階
から６段階
に変更（別表参照）

地震保険料控除制度の創設（最高５万円まで控
除）
平成１９年分より、損害保険控除が地震保険料控除
に変更され従来あった損害保険料控除が廃止とな
ります。
但し、平成１８年１２月３１日迄に契約した「長期」の
損害保険契約については、従来の計算による金額
（最高１万５千円）が控除できます。従来からあっ
た短期損害保険料控除は廃止。
※長期保険と地震保険を合わせて最高５万円まで
控除できますので損害保険控除証明書について
は全てご持参下さい。

減価償却制度の改正
平成１９年４月１日以後に取得した減価償却資産に
ついては、償却可能限度額及び残存価格を廃止し、
１円まで償却できることになりました。
平成１９年３月３１日以前に取得した減価償却資産に
ついて、現在も使用している資産であれば、償却
可能限度額まで償却した後その翌年から５年間で
１円を残し、均等償却できることになりました。
住宅控除関係
・平成１９年１月１日から平成２０年１２月３１日まで
（２年間のみ）の間に居住した場合、現行の１０
年間の控除もしくは特例の１５年間の控除のいず
れかを選択適用となります。
・バリアフリー改修工事を含む増改築工事等行っ
た場合において「バリアフリー改修促進税制」
の創設。
・税源移譲に伴う特例措置として、平成１１年～平
成１８年に住宅を取得した場合、平成１９年分以降
の所得税の額が住宅借入金特別控除額から控除
しきれない場合に住民税から減額できることに
なりました。
※対象の方は、確定申告書と一緒に住宅借入金特
別税額控除申請書の添付が必要です。

所得税率が６段階に改正二
〇
〇
七
年
分

事業収入が１，０００万円を超えた方は必ず受付を
して下さい。
簡易課税制度選択届出書等の説明を行います。

● 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（１１月中に各家庭へ送付済）

�税務署から送って来た申告用紙及び印鑑と筆記
用具

�記帳簿（売上・仕入れ・外注費・労務費・一般
経費等が記入されているもの）

�家族全員の氏名・生年月日（健康保険証を持参
されたら間違いありません。）

�生命保険・個人年金・損害保険料（地震保険）
の控除証明書（領収書は認められませんので、
必ず、控除証明書をお願いします。）
�配偶者で、パート等の収入があり、扶養家族に
なる人は、収入明細書を持参下さい。（源泉徴

収票も可）
�国民年金や市町村国保加入の人は納付書又は明
細書（平成１８年分と平成１９年分）
�病気で長期間仕事ができなくて、収入がない人
は医師の証明書（長建国保加入の人は国保で証
明します。）

�医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の領収
書
	不動産収入のある人は、収入明細書とその所在
地

農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収

支計算書等）
�住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高
証明書、初めて受ける人は加えて住民票・売買
契約書・登記簿謄本
（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前
に支部事務所に問い合わせて下さい。）

《注意事項》
組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、

『自主記帳・自主申告・自主納付』が原則です。
再計算で、確認しましょう。

消費税申告税金申告の
時期になりました。
建設長崎税金対策部では各支部の日程

調整を行い、組合員の皆様にスムーズに
税金申告ができるよう受付日程を組んで
みました。
指定された日時で申告いただきますよ

うご協力をお願い致します。

● 受付の時に用意してくるもの ●

佐世保・北松・平戸地区
［県北総支部］

会 場

支部事務所

県北総合会館

支部事務所

佐々文化会館

県北総合会館

対 象 分 会

平戸北、宝亀、紐差、獅子

津吉、田平、生月、度島

大和、旭、光海、清水

船越、愛宕、春日、花園

山祇、天神、福石

日宇、黒髪、早岐

広田、川棚、波佐見

針尾、三川内、宮

佐々、小佐々、鹿町

吉井、世知原、江迎、松浦

大野西、松瀬、瀬戸越、柚木

皆瀬、本山、吉岡、相浦、上
相浦、棚方、日野

対象支部

平 戸

佐世保中央

佐 世 保 東

北 松

佐 世 保 北

実 施 日

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２１日�

２月２２日�

２月２７日�

２月２８日�

諫早・大村・島原地区
［県央総支部］

会 場

支部事務所

寺の元公民館

支部事務所

支部事務所

対 象 分 会

島原市内及び南目地区

島原市内及び北目地区

西部連合分会

上山、中央、北部、永昌

西部、三浦、長田

小長井、高来、本野、その他

森山、飯盛、南部

鈴田、大村１～２、
西大村１～４

萱瀬、竹松１～２、福重、
松原、彼杵

その他、全分会

対象支部

島 原

諫 早

大 村

実 施 日

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１４日�

２月１５日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２１日�

２月２２日�

２月２５日�

長 崎 地 区
［浦上総支部］［中央総支部］

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 ［受付時間］午前１０時～午後４時迄

税
金
申
告
は
組
合
で

各会場とも午前１０時～午後４時まで受付時間

日程・その他でのご不明な点は
支部までお問い合わせ下さい。

申

告

の

留

意

点

会 場

桜町総合事務所

三和町中央公
民館

大浦区民セン
ター

南部市民セン
ター

勤労福祉会館

長崎市植木セ
ンター

勤労福祉会館

長崎市植木セ
ンター

勤労福祉会館

対 象 分 会

中央支部、大浦支部、
市南支部、東長崎支部

平山、布巻、為石、蚊焼、
その他

川原、高浜第１、高浜第２、
岬木場、野母

第１日の出、第２日の出、
東山、川上、南八景

上田、出雲、南山手、小菅、
小島、戸町、新戸町、その他

小ヶ倉、土井首、江川、竿浦、
深堀、香焼

稲佐、旭、飽の浦、小榊、福
田、西坂、銭座

田ノ浦、矢上上、矢上下

古賀、多良見、その他

磨屋、伊良林、本河内、日見

桜馬場、勝山、片淵、西山、
田上、愛宕

戸石、飯盛

佐古、小島、風頭、茂木、
その他

対象支部

総 支 部

市 南

大 浦

市 南

中 央

東 長 崎

中 央

東 長 崎

中 央

実 施 日

２月５日�

２月７日�

２月８日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２２日�

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

会 場

組合本部

長与町ふれあ
いセンター
琴海文化セン
ター
外海町中央公
民館
時津町北部コ
ミセン

園田公民館

滑石地区ふれ
あいセンター

組合本部

三重地区市民
センター

組合本部

対 象 分 会

本原、石神、三原、末吉

昭和、上野、緑、坂本

本尾、高尾、三川、女の都、
川平、その他

長与連合分会

琴海、西彼、西海

外海、大瀬戸、西海

時津連合分会

手熊、式見

滑石、横尾

城山、油木、西、江里

青山、花園、小江原

清水、西北、岩屋、葉山

三重、三重団地、畝刈、
鳴見台

梁川、竹の久保、その他

対象支部

浦 上 東

西 彼

浦 上 西

実 施 日

２月５日�

２月６日�

２月７日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１４日�

２月１５日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２１日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

控除額
０円

９７，５００円
４２７，５００円
６３６，０００円
１，５３６，０００円
２，７９６，０００円

税率
５％
１０％
２０％
２３％
３３％
４０％

課税される所得金額
１，０００～１，９４９，０００まで

１，９５０，０００～３，２９９，０００まで
３，３００，０００～６，９４９，０００まで
６，９５０，０００～８，９９９，０００まで
９，０００，０００～１７，９９９，０００まで

１８，０００，０００以上

会 場

桜町総合事務所

支 部 事 務 所
南部市民センター

組 合 本 部

島原支部事務所
諫早市部事務所
大村支部事務所

県北総合会館
県北総合会館
北松支部事務所
平戸支部事務所

支 部 名

中央・大浦

東長崎
市南

浦上西・浦上東・西彼

島原
諫早
大村

佐世保中央・佐世保東・佐世保北
佐世保中央・佐世保東・佐世保北
北松
平戸

実 施 日
３月２４日�
２５日�
２６日�
２７日�

３月１７日�
１８日�
１９日�

３月２４日�
２５日�
２６日�

３月１９日�
２１日�
１７日�
１４日�

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１２号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）２月１５日発行３�
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当
選
者
発
表

当
選
者
発
表
�

当
選
者
発
表
�

年
末
年
始
と
慌
た
だ
し
く
過

ぎ
て
行
き
ま
す
が
、
皆
様
方
に

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。十

一
月
の
末
ご
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
忘
年
会
は
十
二
月
末

ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
き
、
正

月
も
早
々
に
新
年
会
に
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。
年
始
回
り
も
二

日
間
日
程
を
取
り
ま
し
た
が
、

十
分
に
回
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
許
し
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
月
七
日
は
長
崎
市
の
消
防

出
初
式
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
の
ハ
ッ
ピ
も
初
め
て
腕

を
通
し
ま
し
た
。
分
列
行
進
・

パ
レ
ー
ド
、
そ
し
て
一
斉
放
水

と
本
当
に
見
事
な
も
の
で
し
た
。

分
団
の
皆
さ
ん
方
の
ご
苦
労
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
月
一
杯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

単
組
や
団
体
の
新
年
会
、
そ
し

て
各
支
部
の
旗
開
き
が
続
き
ま

す
。体

調
に
は
十
分
に
注
意
し
な

が
ら
、
組
合
活
動
と
県
議
と
し

て
の
活
動
に
頑
張
り
ま
す
。
今

年
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
予
定

さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
で
勝
つ

こ
と
に
よ
り
、
真
の
与
野
党
逆

転
が
実
現
し
ま
す
。
昨
年
参
議

院
選
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
私

た
ち
の
要
求
事
項
は
大
き
く
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
場
で
働
く
一
人
一
人
が
楽
し

く
生
活
出
来
る
社
会
作
り
に
向

か
っ
て
、
み
ん
な
が
一
緒
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

賃金活動者会議 日程 開会時間：午後７時

平成２０年度 変更届受付日程
受付時間：各支部とも午前１０時～午後４時

【
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
】

カ
イ
サ
ン
ソ
ウ
セ
ン
キ
ョ

（
解
散
総
選
挙
）

【
ま
ち
が
い
探
し
の
答
え
】

�
ふ
す
ま
の
取
っ
手

�
左
の
女
性
の
振
り
袖
の
長

さ
�
と
っ
く
り
の
形

�
掛
け
軸
の
下
部
分
の
長
さ

�
右
の
女
性
の
タ
ス
キ
の
長

さ
�
机
の
足
の
長
さ

�
読
み
人
の
前
の
カ
ル
タ
の

幅新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
に
多

数
の
ご
応
募
戴
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
応
募
総
数

２
１
１
通
）

（
正
解
者
数

１
９
７
通
）

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次

の
五
十
名
の
方
に
記
念
品
を

送
付
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

当
選
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

手
水

孝
亮（
中

央
）

小
牧

龍
生（
大

浦
）

森
山

仁（
市

南
）

田
中

豊
喜（
市

南
）

高
崎

常
幸（
市

南
）

長
野

末
廣（
東

長

崎
）

米
村

米
人（
東

長

崎
）

鶴
山

輝
久（
東

長

崎
）

牧
島

建
二（
東

長

崎
）

川
添

一
男（
浦

上

西
）

堤

清（
浦

上

西
）

山
口

政
隆（
浦

上

西
）

橋
口

敏
彦（
浦

上

西
）

古
川

千
里（
浦

上

西
）

前
山

竜
児（
浦

上

東
）

山
田

哲
也（
浦

上

東
）

平
山

明
広（
浦

上

東
）

川
上

雅
彦（
西

彼
）

松
林

満
男（
西

彼
）

溝
上

一
郎（
西

彼
）

花
岡

英
朗（
諫

早
）

山
口

勝
則（
諫

早
）

垣
深

正
幸（
諫

早
）

西
村

靖
男（
諫

早
）

藤
澤

則
行（
諫

早
）

富
岡

淳
二（
大

村
）

山
口

節
子（
大

村
）

中
川

篤
人（
大

村
）

岩
永

磐
雄（
大

村
）

林
田

正
朋（
大

村
）

小
嶺

栄
助（
島

原
）

岩
本

好
男（
島

原
）

鷹
取
喜
三
重（
佐
世
保
中
央
）

辻

英
昭（
佐
世
保
中
央
）

本
田

秀
夫（
佐
世
保
中
央
）

三
浦

義
博（
佐
世
保
中
央
）

馬
場

栄
二（
佐
世
保
東
）

横
山

弘
俊（
佐
世
保
東
）

永
徳

重
男（
佐
世
保
東
）

田
中

勇
男（
佐
世
保
東
）

宇
戸

一
幸（
佐
世
保
北
）

岩
村

隆（
佐
世
保
北
）

宝
亀

昭（
佐
世
保
北
）

小
林
ミ
ツ
子（
佐
世
保
北
）

松
瀬

廣
治（
佐
世
保
北
）

松
永

恵（
北

松
）

小
畑

洋
子（
北

松
）

永
安
み
ず
き（
北

松
）

大
石

昇（
北

松
）

中
里

利
夫（
五
島
分
会
）

今
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
子
供
さ
ん
に
は
、

入
学
祝
金
が
出
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
二
月
八
日
ま
で
に
手
続
を
し

て
下
さ
い
。

〈
申
請
時
〉

�
長
建
国
保
に
未
加
入
の
子
供
さ
ん

・
印
か
ん

・
子
供
の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
保
険
証
等
）

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
子
供
さ
ん

事
務
所
一
括
処
理

〈
給
付
〉

ハ
ガ
キ
に
て
ご
通
知
致
し
ま
す
。

１
月
号
４
面
の
「
こ
こ
に
こ
ん
な
人
が
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
大
浦
さ
ん
の
、
字
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
大
浦
広
己
さ
ん
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

１月号の
訂正に
ついて

※詳細は、支部事務所へ
お尋ね下さい。

県
議
会
だ
よ
り
８

会 場

桜町総合事務所

大浦支部事務所

市南支部事務所

東長崎支部事務所

組合本部

浦上東支部事務所

西彼支部事務所

諫早支部事務所

大村支部事務所

島原支部事務所

県北総合会館

佐世保東支部事務所

中里皆瀬地区公民館

北松支部事務所

平戸支部事務所

日 程

２月１８日�

２月１９日�

２月１８日�

２月１９日�

２月２０日�

２月２０日�

２月１４日�

２月８日�

２月８日�

２月１３日�

２月１２日�

２月１２日�

２月１３日�

２月１５日�

２月１５日�

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

入入学学（（小小学学校校））祝祝金金
がが
支支
給給
ささ
れれ
まま
すす
。。

働きながら高度な技術・技能の知識を修得しよう！

平成２０年度学院生募集
二級建築士、技能士の資格取得の早道

１、募集期間

講師団

・工業高校教諭

・一級建築士

・その他専門講師

訓練科目

建築設計科
２カ年

木造建築科
２カ年

（長崎学院のみ実施）

訓練時間

（長崎学院のみ）
午前９時～午後５時
（他の３校は）
午後６時３０分～９時

訓練日

（長崎学院は昼間
訓練）毎週（土曜
日）（他の３校は
夜間訓練）毎週３
日間（月・火・水）

募集期間

平成２０年３月３１日まで

３、必要経費

入学金他手数料 ５５，０００円
授業料 毎月 １０，０００円
（組合員は 毎月 ８，０００円）

２、応募手続き

�入学申込書
�写真（３�×４�）１枚

募集人員

木造建築科

１０

０

０

０

建築設計科

２０

１０

１０

１０

電話

０９５－８６１－９２６１

０９５７－６３－１２９７

０９５７－５３－８３８５

０９５６－３３－０９４４

所在地

長崎市城山町１７－５８

島原市秩父ケ浦町２６６９－８

大村市玖島１丁目４９－２

佐世保市大黒町５３４－１８

学院名

長崎建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

佐世保建設技術専門学院

場 所

桜町総合事務所

〃

〃

〃

組合本部

西彼支部事務所

諫早支部事務所

大村支部事務所

島原支部事務所

県北総合会館

〃

北松支部事務所

平戸支部事務所

県北総合会館

日 程

３月１７日�
２月２５日�
２月２１日�
３月１０日�
２月２９日�
３月６日�
３月１２日�
３月２４日�
３月２７日�
３月２８日�
３月２１日�
２月２９日�
３月６日�
３月７日�

２月２６日�

３月１８日�

３月１０日�
３月１１日�
３月３１日�

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦上西・東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央
佐 世 保 東

佐 世 保 東
佐 世 保 北

北 松

平 戸

佐世保３支部

詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

二
〇
〇
八
年

Ｈ２０年１月７日 長崎市消防出初式の様子 長崎水辺の森公園

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１２号 ４	建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）２月１５日発行
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手帳�

健康管理�
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労働保険は政府が管理運営している強制保険です。
原則として労働者を１人でも雇っている事業主は労働保険に加入しなければなりません。
建設長崎では、労働大臣の許可を受けた労働保険事務組合を運営して事務処理等一切を行っています。
労働保険に加入していない事業所は必ず加入して下さい。

労災保険は、労働者の災害を対象にした保険です。
事業主の災害の場合は、労災保険の対象になりません。
事業主は、特別加入をしたら対象になります

事業主は、労災補償の対象ではありませんが、中小事業で事業主等も労働
者と一緒に現場で働く場合は、特別に労働者と位置づけて労災保険に加入す
ることが出来ます。
これが特別加入労災です。
労働者がいない、１人親方労災も特別加入の一つです。

［保険料の計算］
特別加入（中小事業主）

年間の賃金（基礎日額×３６５）×１５／１０００＝保険料（建築の場合）
１人親方労災 年間の賃金（基礎日額×３６５）×２０／１０００＝保険料

特別加入と１人親方労災の違い

常時労働者がいる場合は特別加入で労働者が常時いない場合は、１人親方
労災を適用します。
１人親方でも、忙しい時は、応援等を頼む場合があります。その場合は、

年間１００日を基準に判断します。
年間を通じて労働者が、１００日以上居る場合は特別加入労災、１００日未満は、

１人親方労災を適用します。
１人親方労災に加入している方で、労働者を雇用した場合、特別加入労災

への移行を進めます。
特別加入労災加入者で労働者を雇わなくなり、１人で仕事をしている場合

は、１人親方労災へ移行をお願い致します。

特別加入脱退時手続き変更について

特別加入労災保険料は、４月１日～３月３１日迄を１年分として納付します。
組合では、年度更新時に特別加入の手続きも一緒に行ってきましたが、今

後は、特別加入の脱退手続きを、年度更新の時にした場合は、１か月分（４
月分）の保険料が必要となります。
従って、事業主が現場で作業をしなくなり特別加入だけ脱退する場合は、

３月末迄に手続きをお願いします。

労災保険とは？
事業所で働く労働者が業務上の事由または通勤途上での負傷や疾病、それによる傷害・

死亡等に対しての災害補償を行うことにより労働者やその家族を保護する目的で作られ、
労働者を雇っている事業主は必ず、加入することが法律で義務づけられた保険です。
労働局では、未適用事業所に対する加入の徹底指導を行っており、労災保険に加入して

いない事業所での業務上災害発生の場合は、事業主が、療養費や保障等を納めなければな
らなくなります。

保険料ってどれくらいかかるの？
労災保険料の計算
【建設事業】 元請工事金額×２０／１００×１５／１０００＝保険料（建築事業）

元請工事金額×２４／１００×２１／１０００＝保険料（その他の建設事業）

【製造業】 年間の賃金×１８／１０００＝保険料（木製建具製造）
年間の賃金×７．５／１０００＝保険料（ガラス製品加工業）
年間の賃金×１４／１０００＝保険料（金属製品製造業）
年間の賃金×２２／１０００＝保険料（船舶製造修理業）
年間の賃金×８／１０００＝保険料（表具・畳製造業）

【その他の事業】 年間の賃金×４．５／１０００＝保険料（事務）

【１人親方】 年間の賃金（基礎日額×３６５）×２０／１０００＝保険料
※１人親方労災は、建設事業のみ加入することが出来ます。製造業は加入することが出来ません！

申請に
必要なもの

�健康管理手帳申請書
�申請者本人が記載した業務歴
上記の�、�に加えて
�石綿作業に従事していたこと及び従事期間について
記載された事業者の証明書
�事業者の証明が得られない場合、又は不十分な場合
には、申請者の申立書に加えて、石綿に従事してい
たこと及び従事期間について、記載された２名以上
の同僚者の証明書
�事業者の証明書、同僚者の証明書とも得られない場
合、または不十分な場合には、申請者の申立書に加
えて、事業場における石綿健康診断の本人への結果
通知、社会保険の被保険者記録、給与明細、雇用保
険に係る証明書を添付して下さい。

健康管理手帳の交付要件

�両肺野に石綿による不整形陰影があり、又
は石綿による胸膜肥厚があること。

�下記の作業に１年以上従事していた方
（但し、初めての石綿の粉じんに、ばく露し
た日から１０年以上経過している事）
・石綿の製造作業
・石綿が使用されている保温材、耐火被覆
材等の貼付け、補修もしくは除去の作業
・石綿の吹き付けの作業又は石綿が吹き付
けられた建築物、工作物等の解体、破砕
等の作業

��以外の作業以外の石綿を取り扱う作業に
１０年以上従事していた方
上記の�、�が新しく追加されました
※石綿を直接取り扱う作業に継続して従事
していた方を対象とします

石綿を製造し、又は取り扱う業務に
従事していた方は、将来、肺がんや中
皮腫などの健康被害が生じる恐れがあ
ります。
石綿被害は、潜伏期間が非常に長く、

離職後に発症する事が多い為、健康管
理手帳制度を設けて離職後の健康管理
を行っています。
健項管理手帳の交付を受けると、労

災病院をはじめとする、指定された医
療期間で決まった時期に、健康診断を
６ヵ月に１回、無料で受けることが出
来ます。
従来まで、「両肺野に石綿による不
整形陰影があり、又は石綿による胸膜
肥厚があること。」となっていました
が、平成１９年１０月１日から労働安全衛
生規則の改正により、一定の石綿作業
に従事歴のある方も健康管理手帳の交
付対象となりました。

▲ 詳しくは労働局（安全衛生課）に問い合わせ下さい。 �095－801－0032

▲

石綿健康管理手帳の
交付要件の改正について

保険料早見表

その他の建築事業の場合（土木等）

保険料２１／１０００

５，０４０円

２５，２００円

５０，４００円

１５１，２００円

２５２，０００円

労務費率２４％

２４万円

１２０万円

２４０万円

７２０万円

１，２００万円

請負工事金額

１００万円

５００万円

１，０００万円

３，０００万円

５，０００万円

建築事業主の場合（大工等）

保険料１５／１０００

３，１５０円

１５，７５０円

３１，５００円

９４，５００円

１５７，５００円

労務費率２１％

２１万円

１０５万円

２１０万円

６３０万円

１，０５０万円

請負工事金額

１００万円

５００万円

１，０００万円

３，０００万円

５，０００万円

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）２月１５日発行建 設 長 崎第５１２号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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新しい建築確認手続きの要点新新ししいい建建築築確確認認手手続続ききのの要要点点

間
仕
切
り
、
開
口
部
も

「
軽
微
な
変
更
」
に

1

申請図書の訂正について
2

申請図書の記載の仕方

3

認定書写しの取り扱い

4

計画変更の取り扱い

改
正
建
築
基
準
法

施
工
規
則
を
一
部
改
正

８
月
、
９
月
の
住
宅
着
工
戸
数
の
大
幅
な
落
ち
込
み
の

中
、
国
土
交
通
省
で
は
混
乱
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
改
正

建
築
基
準
法
に
つ
い
て
、
建
築
確
認
業
務
の
運
用
を
円
滑

化
す
る
た
め
、
施
行
規
則
の
取
り
扱
い
等
一
部
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
概
要
点
は

一
、
確
認
申
請
の
際
に
添
付
を
求
め
ら
れ
て
い
た
大
臣
認

定
書
（
構
造
方
法
、
材
料
等
）
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
審

査
機
関
が
認
定
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類
が
な
い
等
の
理

由
で
提
出
を
求
め
る
場
合
に
限
っ
て
添
付
を
要
す
る
こ
と

と
し
た
。

二
、
軽
微
な
計
画
変
更
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
間
仕

切
り
や
開
口
部
を
変
更
す
る
場
合
で
も
構
造
安
全
性
、
防

火
、
避
難
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
等
に
つ
い

て
は
「
軽
微
な
変
更
」
と
し
て
扱
い
、
計
画
の
変
更
に
係

わ
る
確
認
申
請
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

建建設設長長崎崎青青年年技技能能競競技技大大会会
上位２名が全国技能競技大会に参加します。

開催日時 平成２０年3月23日�
・受付時間 午前８時３０分
・開始時間 午前９時予定
・終了時間 午後５時予定

開催場所 長崎地域職業訓練センター
（西彼杵郡時津町八工区内）

競技課題 「四方転び踏み台」勾配１０分の３
競技時間 ６時間３０分（製図及び実技）
参加資格 原則的には３５歳以下の者
主 催 建設長崎技術対策部・青年部
審査委員 建設長崎技術技能対策部役員
表彰対象 上位３名の表彰と参加者全員に参

加賞を授与いたします。

１．申請図書の補正の仕方ですが、上書き修正や
正しい図面の差し込みなど、審査経過が残る
かたちで行うことになっており、間違った図
面を抜き取って正しい図面にいれかえる、い
わゆる差し替えによる方法はとらないことに
なっています。

２．建築主事や指定確認検査機関（以下「建築主
事等」）が、補正や追加説明書の提出を求め
るときは、小出しにせず、ひととおり審査し
た上でまとめて指示すべきとされています。
補正や追加説明書の提出の指示は文書通知

によることになっていますが、審査の円滑化
のために、文書通知の前に建築主事等が申請
者側に電話等で説明等を求めることは差し支
えありません。

３．建築基準関係規定の審査に関係しない部分
（例えば、郵便番号、住所等）での誤記、記
載漏れ等については、文書通知によらずに、
適宜訂正印による補正を行うことになってい
ます。

１．申請図書の記載の仕方については、建築基準
関係規定への適合を審査するのに差し支えの
ない範囲で、以下に示す例のように、ある程
度柔軟に取り扱ってよいことになっています。
�施行規則において各図書に明示すべき事項
が定められていますが、他の図書に明示す
ることによって、本来の図書に明示しない
で済ませることができます。
�具体的な数値や図の替わりに、建築基準関
係規定に適合することが明らかである旨を
表した簡便な記載によることも可能です。
（例：前面道路幅員３０メートル、適用距離
２５メートルのため道路斜線制限に適合等）
�例えば、各階平面図について、意匠や各種
設備等の各階平面図を適宜別葉で提出して
も差し支えありません。

２．設備機器等については、確認申請時に具体的
な品番が決まっていないケースが多いと聞き
ますが、その場合には、一定の仕様範囲（寸
法、材料、性能等）を示した標準的な図面あ
るいは１以上の採用候補機種の図面を添付し、
当該設備機器等又は当該設備機器等と同等以
上の設備機器等を用いることを明示して下さ
い。完了検査時には、採用した具体の機種を
説明していただきます。

３．構造計算に関し、構造計算概要書等の新しい
図書が定められましたが、鉄筋コンクリート
造、鉄骨造、木造それぞれの構造計算概要書
の記載例が作成されています。

１．建築基準法施行規則の一部改正（平成１９年１１
月１４日）により、確認申請時の認定書の写し
の提出については、建築主事等が求める場合
に限られることとなりました。
写しの提出を必要としない認定書について

は、審査機関のホームページや窓口等で認定
番号リスト等が公表されることになっており、
申請に当たって、事前相談等よく確認して下
さい。

２．ホルムアルデヒド発散建築材料や防火材料に
ついては、確認申請時に具体的な使用材料が
決まっていないケースが多いと聞きますが、
その場合には、使用材料の種別（例えば、Ｆ
☆☆☆☆、不燃材料など）を示せばよく、認
定書の写しの添付は不要です。
なお、完了検査時等には、採用した具体の

使用材料を説明していただきます。

建築確認を受けた後に、建築主の要望により、
あるいは施工上の都合等により、計画変更を行う
ことはよくあることです。計画変更を行う場合、
従前より、原則として、それが建築基準関係規定
に適合するかどうかについて、当該変更箇所の工
事に入る前に建築主事等のチェックを受けなけれ
ばならないとされています。
ただし、工事に対する影響に配慮し、一定の「軽
微な変更」については、計画変更の確認手続きを
要しないこととされているほか、運用上の工夫等
も行われています。
１．計画変更の確認手続きが不要な「軽微な変
更」については、施行規則第３条の２に規定
されています。
図面に記載された内容に変更があった場合、

建築主事等がすべからく計画変更の確認手続
きを求めていることがあると聞きます。当該
建築計画に適用される建築基準関係規定に関
係のない計画変更は、確認手続きを要しませ
ん。

２．建築基準法施行規則の一部改正（平成１９年１１
月１４日）により、間仕切りや開口部の変更で
あって構造安全性、防火、避難性能が低下す
ることのないもの等については、計画変更の
確認手続きが不要な「軽微な変更」として扱
い、計画変更に係る確認申請は必要ないこと
とされました。
この構造安全性、防火、避難性能が低下す

ることのないもの等の運用については、軽微
な変更の趣旨が建築確認手続に要する建築主
の負担軽減にあること等を踏まえ、弾力的に
取り扱うこととしています。

３．軽微な変更については、中間検査や完了検査
の申請時に、変更の内容を説明することとな
りますが、検査を円滑に実施するため、検査
前の適当な時期に、建築主事等に対しあらか
じめ説明しておくことも一つの方法と思われ
ます。

４．軽微な変更の弾力的な取り扱いや、以下の「あ
らかじめの検討」の的確な活用により、工事
着工後の計画変更の対応も一定範囲内で柔軟
にできることになります。

５．施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高
い変更事項について、それへの対応を当初の
確認申請時の図書においてあらかじめ検討し
ておくことにより、計画変更の確認手続きを
行わないで済ますことができます。

６．計画変更の確認手続きが必要な場合において
も、簡易な計画変更に対して特別に短い審査
機関を設定するなどの方法により手続きを迅
速に行うよう、建築主事等や指定構造計算適
合性判定機関等に要請されています。

７．構造計算適合性判定の対象建築物に係る計画
変更であっても、変更内容が構造耐力に関係
しない場合には確認手続きのみでよく、再度
の構造計算適合性判定は不要です。

《国土交通省「新しい建築確認手続きの要点」第２版から抜粋》

全
県
総
連
が
強
く
求
め
て
い

た
４
号
建
築
物
の
確
認
の
特
例

見
直
し
の
実
施
時
期
の
延
期
に

つ
い
て
１２
月
１９
日
、
国
交
省
は

来
年
１２
月
予
定
と
し
て
い
ま
し

た
が
、「
今
後
、
設
計
者
等
向

け
の
講
習
会
を
実
施
し
、
一
定

の
周
知
期
間
を
お
き
、
設
計
者

等
が
内
容
を
十
分
に
習
熟
し
た

後
、
施
行
予
定
」
と
大
き
な
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、「
建
築
士
制
度
小
委
員

会
」
で
全
建
総
連
が
建
築
士
の

受
検
実
務
経
験
要
件
の
中
に
要

求
し
て
い
た
「
建
築
工
事
・
大

工
工
事
の
施
工
監
理
」
が
認
め

ら
れ
た
内
容
の
「
と
り
ま
と
め

（
案
）」が
」
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

４
号
建
物

特
例
の
見
直
し

設
計
者
等
が
十
分
習
熟
の
後
に

建
築
士

実
務
要
件

建
築
・
大
工
仕
事
は
従
来
通
り

あなたもチャレンジ�
「四方転び踏み台」

■
４
号
建
築
部
の
特
例（
一
般
的
な
２
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
）
（
構
造
に
関
す
る
審
査
の
省
略
）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１２号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）２月１５日発行


